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1. 序　　親世代と子世代が同居する多世代住宅には、
かつての大家族が住むものや近年の高齢化社会に対応す
るものなど様々な住宅がみられる。たとえば玄関や居間
･食堂を共有し家族の一体感を目指すものや、集合住宅
のように各世代が独立しているものがあり、こうした世
代の分節や接続が多世代住宅の空間構成の重要なテーマ
となっていると考えられる。そこで本研究では、世代の
分節と接続からみた多世代住宅注の空間構成を明らかに
することを目的とする。
2. 多世代住宅における世代の分節と接続　　多世代住
宅では異なる世代が住む空間をどのように関係づける
かに特徴がみられる。たとえば分析例図 1の多世代住宅
では、世代ごとに独立した玄関があり子世代の住む上階
と親世代の住む下階が外観も異なる素材で分節されてい
る。また 2つの世代が内部階段と外部の中庭により接続
されている。本章ではこうした多世代住宅の世代の分節
と接続について検討する。
2.1. 多世代住宅における世代の分節　　まず世代の分
節について検討する。玄関における世代の分節(表1)は、
世代間で玄関を共用するものと世代ごとに玄関が独立す
るものが約半数ずつみられ、後者の場合、建物の 1面
からアプローチをするもの、建物の複数面からアプロー
チをするものがみられた。住宅内部における世代の分節
(表2)では、階により断面的に世代が分節されるもの(断
面分節、55/120) が約半数を占め、玄関からのバリアフ
リーを考慮して親世代を下階とするもの (46/54) が大半

であった。また、こうした住宅内部の世代の分節が外観
に表れているかどうかを検討すると (表 3)、断面的な
世代の分節が外装材の違いに表れているもの (6/55)、　
平面的な世代の分節がヴォリュームに表れているもの
(12/24) がみられた。
2.2. 多世代住宅における世代の接続　　次に各世代の
空間の接続について検討する (表 4)。これには居間 ･
食堂 ･台所 (以下 LDK) や浴室などの共有室をもつもの
が多く、内部階段や建具などの動線や吹抜け ･中庭など
の外部で世代が接続されるものもみられた。
3. 世代の分節と接続からみた多世代住宅の構成類型　
　前章で検討した世代の分節と接続に特徴的な対応関係
がみられる構成として 13の類型が得られた (表 5)。類
型①〜⑤ｰ 3は多世代で玄関を共有する構成である。こ
のうち①は階により断面的に分節された世代が玄関のみ
で繋がる最も単純な構成である。②はそれに加えて 3層
にわたる中庭、③は 3層にわたる吹抜けで世代を接続す
る構成である。④は平面で世代が分節され LDK･ 浴室を
共有するものである。⑤ｰ１は平面的かつ断面的に世代
が分節され LDK･ 浴室で接続される構成、それに加えて
⑤ｰ 2は中庭、⑤ｰ 3は吹抜けで世代が接続される構成で
ある。
　次に類型⑥〜⑨は世代ごとに独立して玄関をもつ構成
である。このうち⑥は階により断面的に分節された世代
が独立した玄関をもつ重層長屋の構成である。⑦はそれ
に加えて 3層にわたる中庭で世代が接続される構成、⑧
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は内部で階段、外部で中庭により世代が接続される構成である。
⑨は平面的に分節された世代が外観上も 2棟のヴォリュームとし
て表現されている構成、⑩は平面的に分節された世代が中庭で接
続される構成である。⑪は平面的かつ断面的に 3世代以上が分節
され、それらが中庭で接続される構成である。
　以上の類型を、玄関における世代の分節と住宅内部での世代の
接続を2軸として整理した(図2)。まず、玄関を共有する場合には、
LDK・浴室も共有する傾向がある。これらは世代の一体性を表現
する LDK･ 玄関共有一体型である (④〜⑤ｰ 3)。次に、玄関が独
立している場合には、住宅内部でも世代が接続されない傾向があ
る。これらは世代が独立した長屋型である (⑥、⑦、⑨、⑩、⑪ )。
これらの 2つの型を基本としながら、中庭は世代の分節や内部接
続のあり方に関わらず世代を接続するために用いられる傾向があ
る (中庭接続型、②、⑤ｰ 2、⑦、⑩、⑪）。その中で、LDK･ 玄関
共有一体型かつ中庭接続型である⑤ｰ 2は親子の世代の一体性が
強調されたもの、長屋型で外観上も分節される⑨は独立性が強調
された表現と言える。
4. 結　　多世代住宅の空間構成を、玄関や住宅内部における世
代の分節と、共有室や中庭などによる世代の接続から検討し、13
の類型が得られた。これらは LDK・浴室 ･玄関を共有することで
多世代の一体性を表現しているLDK･玄関共有一体型(④〜⑤ｰ3)、
玄関が独立し住宅内部でも世代が接続されない長屋型 (⑥、⑦、
⑨、⑩、⑪ ) を基本としながら、全体として中庭を用いて世代を
接続する傾向があることを明らかにした (中庭接続型、②、⑤ｰ 2、
⑦、⑩、⑪）。さらに、これらの類型の関係から世代の一体性と
独立性が強調された表現を見い出すことができた。
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注 )本研究では、1950 〜 2011 年の「新建築 (〜 1984 年 )」及び「住宅特集 (1985
　　年〜 )」誌に掲載された、本研究で定義する家族構成が親世代と子世代 (+ そ
    の子供 )の住宅 120 作品を資料とした。

表注 )発表年は下 2桁とする。
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